
松
嶋
夜
話 

巻
之
下 

３
１ 

 [

原
文]

如
人
天
寶
鑑
樷
林
公
論
山
房
夜
話
山
菴
雜
錄
禪
門
寶
訓
竹
窻
隨
筆
等
雲
棲
之
諸
編
近
代
永
覺
大
師
続
寱
言
等 

[

訓
読]

人
天
寶
鑑
、
樷
林
公
論
、
山
房
夜
話
、
山
菴
雜
錄
、
禪
門
寶
訓
、
竹
窻
隨
筆
等
の
雲
棲
の
諸
編
、
近
代
の
永
覺
大
師

の
続
寱
言
等
の
如
き 

 
 

 

※
天
人
寶
鑑…

書
名
、
宋
の
曇
秀
編 

 
 

 

※
叢
林
公
論…

書
名
、
宋
の
釈
慧
彬
撰 

 
 

 

※
山
庵
雑
録…

書
名
、
明
、
怒
中
無
慍
（1

3
0

9
-
8

6

）
の
編 

 
 

 

※
禅
門
寶
訓…

大
慧
宗
杲
と
竹
庵
士
珪
が
編
集
し
た
も
の
を
、
東
呉
の
沙
門
浄
善
が
増
補
改
修
し
、
淳
熙
年
間

（1
1

7
4

-
8

9

）
に
完
成
し
た
。 

 
 

 

※
竹
窗
隨
筆…

(

明
釋)

袾
宏
著 

 
 

 

※
雲
棲…

人
里
離
れ
た
、
雲
の
生
ず
る
よ
う
な
所
に
住
む
こ
と
。
隠
棲
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
所
に
泊
ま
る
こ
と
。 

※
永
覺
大
師…

元
賢
、
明
・
万
暦
六
年
（
一
五
七
八
）—
清
・
順
治
一
四
年
（
一
六
五
七
）。
中
国
福
建
省
建
陽
の

人
。
宋
代
の
有
名
な
儒
学
者
蔡
元
定
の
一
四
代
の
孫
で
、
蔡
氏
、
字
は
永
覚
。『
永
覚
元
賢
広
録
』

三
〇
巻
続
寱
言 

 [

原
文]

亦
有
近
世
大
梅
國
師
緇
門
寶
藏
集
佛
國
國
師
山
堂
清
話
近
日
所
刊
玄
光
數
篇
之
書
洎
進
徳
録
等 

[

訓
読]

亦
た
近
世
の
大
梅
國
師
の
緇
門
寶
藏
集
、
佛
國
國
師
の
山
堂
清
話
、
近
日
刊
す
る
所
の
玄
光
の
數
篇
の
書
、
洎
び

進
徳
録
等
有
り 

※
緇
門
寶
藏
集…

江
戸
時
代
初
期
に
活
躍
し
た
日
本
の
禅
僧
・
一
絲
（
い
っ
し
、1

6
0

8
〜1

6
4

6

）
に
よ
っ
て
撰

述
さ
れ
た
禅
宗
の
指
南
書 

 
 

※
一
糸
文
守
（
慶
長1

3

年
（1

6
0

8

年
）-

 

正
保3

年3

月1
9

日
（1

6
4

6

年5

月4
日
））
は
、
江
戸

時
代
の
臨
済
宗
の
僧
。
岩
倉
具
堯
の
三
男
、
母
は
園
基
継
の
娘
。
後
水
尾
天
皇
に
近
侍
し
た
。

諡
は
仏
頂
国
師
。
道
号
は
一
絲
と
も
表
記
す
る
。 

山
号 

大
梅
山
、
寺
号 

法
常
寺
、
開
創 

寛
永
１
８
年
（
１
６
４
１
）
開
山 

一
絲
文
守
（
仏
頂
国

師
） 

 
 

 

※
佛
國
國
師…

高
峰
顕
日
（
こ
う
ほ
う 

け
ん
に
ち
、
仁
治2

年
（1

2
4

1

年
）- 

正
和5

年1
0

月2
0

日
（1

3
1

6

年1
1

月5

日
））
？
鎌
倉
時
代
後
期
の
臨
済
宗
の
僧
。
後
嵯
峨
天
皇
の
第
二
皇
子
。
諱
は
顕
日
。

字
は
高
峰
。
密
道
と
号
し
た
。
諡
号
は
仏
国
禅
師
・
仏
国
応
供
広
済
国
師
。 

 [

原
文]

與
共
善
誡
時
弊
研
遠
之
幾
自
尊
之
卑 

[

訓
読]

與
共(

と
も)

に
善
く
時
弊
を
戒
め
、
遠
き
か
幾(

ち
か)

き
を
研
き
、
尊
き
か
卑
し
き
に
自
る 

 [

原
文]

盡
單
上
達
之
理 

[

訓
読]

盡
く
上
達
の
理
を
單
す 

 
 

 

※
「
單
」
の
訓
読
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん 

 



[

原
文]
新
發
意
學
者
不
放
手 

[

訓
読]
新
發
意
の
學
者
は
手
を
放
た
ず 

[

原
文]

日
夕
𨵃
之 

[

訓
読]

日
夕
之
を
𨵃
す 

 [

原
文]

平
夷
心
跡
則
一
生
涯
之
大
幸
不
邁
之 

[

訓
読]

心
跡
を
平
夷
す
る
と
き
は
、
則
ち
一
生
涯
の
大
幸
之
に
邁(

す)

き
ず 

 [

原
文]

苟
所
謂
道
禆
世
道
淑
人
心
者
也 

[

訓
読]

苟
に
世
道
を
禆(

た
す)

け
、
人
心
を
淑(
よ
し)

と
す
と
道
ふ
者
な
り 

  


